
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都公民科・社会科教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要、研究の目的 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 取組内容、成果、課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究の目的（研究テーマ）】 

・新しい学習指導要領と同解説を踏まえた授業法の研究、開発及び改善

を目指す。 

・大学入学共通テストの研究・分析を通して生徒の学力向上に資する授

業の改善、並びに大学受験に係る指導方法の改善を目指す。 

⇓ 

【研究テーマに沿って重点的に取り組んだ内容】 

・新しい学習指導要領の公民科新科目「公共」における指導方法につい

て 

→特に、指導の在り方、観点別評価の導入方法について研究を行っ

た。 

・大学入学共通テストに向けた各学校での取組について 

 

 

研究主題等 新学習指導要領で求められる公民科教育の資質・能力と指導方法 

～「公共」の指導の在り方を中心に～ 

【団体の概要】 

前身の研究会から７０年余りの歴史をもち、主として「倫理」「政

治・経済」「現代社会」「（新学習指導要領での）公共」についての会

員相互の研究を通して、東京都の公民科・社会科教育の振興を図ること

を目的としている。 

現在の研究会の活動としては、年数回の研究会を行うとともに、官民

問わず様々な外部団体と連携して公民科・社会科教育の発展に取り組ん

でいる。また、研究の内容を年１回、研究紀要としてまとめ、全都立高

等学校等に配布している。 

・研究授業、講演会、研修会及び夏季研修会の実施 

（合計で年４回程度） 

【例年の研究授業】 

・通常の研究授業に加え、税務署等の 

外部機関と連携した授業を実施 

【今年度の講演会、研修会】 

・「公共」の授業に向けた指導案の 

検討」（研修会）           例年の研究会の様子 

・大学入学共通テスト解析会（同） 

・全国公民科・社会科教育研究会全国大会（東京大会） 

【成果】 

・コロナ禍前の水準まで研究

会を開催し、その中でも各学

校での取組を研究し、合わせ

てコロナ禍で進んだオンライ

ン授業での取組なども共有す

ることで、研究活動を継続し

ていくことができた。 

・昨年度に続き、全国研究大

会（ハイブリット形式）を開

催できた。 

【課題】 

・公民科は各校１名ないしは

２名の配置となっており、若

手の教員でも悩みを抱え込み

やすい状況である。本会は近

年、東京都の教員の採用増加

に伴い若手・中堅の先生方が

増加してきたが、多くの先生

方の参加を促し、“横のつな

がり”を作り上げていくこと

が継続的な課題である。 



【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都公民科・社会科教育研究会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 令和５年度全国公民科・社会科教育研究会全国大会（東京大会） 

 

 

＜連絡先＞ 

団体名 東京都公民科・社会科教育研究会 

代表者 

所属 東京都立世田谷泉高等学校 

職 氏名 統括校長 沖山 栄一 

連絡先 03-3300-6131 

事務局 

所属 東京都立蒲田高等学校 

職 氏名 主幹教諭 淺川 貴広 

連絡先 03-3737-1331 

 

【開催概要】 

１．期日 

令和５年７月２８日（金） 

２．会場 

東京都立赤羽北桜高等学校 

３．大会主題 

「未来社会を切り拓くための資質・能力を育成する公民科教育のあり方」 

４．プログラム 

●記念講演 澁澤 健 氏（シブサワ・アンド・カンパニー株式会社代表取締

役、新しい資本主義実現会議 有識者構成員） 

●教科調査官講話（磯山恭子、井上結香子両教科調査官） 

●分科会報告 

○「公共」「倫理」に関する分科会 

白井 裕輔 先生（東京都立小石川中等教育学校） 

「中学校社会（公民分野）と高校公共の発展的接続 

      ～効率と公正、帰結主義と義務論を用いた合意形成～」 

内久根 直樹 先生（千葉県立東葛飾中学校・高等学校） 

「「公共」の授業を逆向き設計する推察／転移／交差性」 

○「公共」「政治・経済」に関する分科会 

佐々木 啓真 先生（東京都立世田谷泉高等学校） 

「どのように金融経済教育を行うか 

～家庭科との教科間連携を含めた実践事例～」 

高屋 恵理 先生（岩手県立黒沢尻北高等学校） 

「社会参画意識を高める「公共」の授業づくり  

 ～「見方・考え方」を働かせて考察、構想する学習活動の充実を通して～」 

【研究大会の成果】 

昨年度に続き、本研究大会はオンラインを併用したハイブリット形式での開

催となり、昨年度を上回る約１３０名の参加者のもと盛会に終わった。高校教員

だけでなく、中学校教員や家庭科教員、教育関係者等、今までになく多様な参

加者のもとでの研究大会となった。 

本研究大会では、政府の「新しい資本主義実現会議」有識者構成員も務め

られる澁澤健氏から、「渋沢栄一の「論語と算盤」で次世代の未来を拓く」を

テーマに記念講演をいただいた。記念 

講演に続き、教科調査官講話、分科会 

報告が行われた。分科会報告では、 

令和４年度より始まった「公共」につ 

いての実践報告や、家庭科との教科 

間連携の実践報告が行われた。参加 

者との意見交換も活発に行われ、有 

意義な研究大会となった。           研究大会（教科調査官講話）の様子 


